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現場概要
2025年度 緊急自然災害防止対策事業 鳴海川河川改修工事 第１工区

2025年10月～2026年７月末

長野県千曲市戸口

千曲市役所 道路河川課

株式会社武田組

太洋基礎工業１名、協力会社全体で日当たり平均８名

現 場 名
施工期間
場　　所
発  注  者
元 　　請
現場の人数
施工目的

▲マシンフロント部の掘進状況

▲函体設置状況

▲マシンテール部の推進状況

▲マシン解体状況

既存水路を取り壊し、断面が約２倍の新設ボックスカルバートを据え付ける
水害対策工事。また、開削工法によるＬ型擁壁と大型フリュームの据え付け、
オープンシールドの到達立坑掘削、補助工法としての薬液注入工を行う。

当社が担当したさまざまな現場を紹
介するこの企画。今回は長野県千曲

市での鳴海川河川改修工事をレポー
トします。地域を水害から守るため、最前

線で難工事に挑んだ現場の奮闘を追いま
した。 

Ｎさん長野支店 工事部 課長 

マシン圧入時は外側に隙間ができないよう砂や砕石を充
填し、注入薬液の圧力管理を徹底しました。地上からの目
視確認を重ねて、周辺家屋や環境への影響を最小限に抑
えています。また、地盤が粘性土のため振動対策も不可欠
でした。既存水路の解体には大型油圧ブレーカーを使用
せず、振動の小さい油圧圧砕機を採用。狭いスペースで
の効率向上のため、ワンタッチで交換できる「クイックヒッ
チ」を導入し、工程を２週間短縮できました。

鳴海川河川改修工事 第１工区

現場の特徴

苦労した点と乗り越え方

家屋への影響と重機の振動を抑制

役割の付与で促した作業員の成長

最大の難所は、民家や構造物が既存水路に近接する約40mの区間。通常の開削工法では家屋への
影響が大きいため、土留め併用型のオープンシールド工法を採用しました。 全長10mの先導体を組
み立てて掘進する大掛かりな工法であり、２期にわたる本工事は千曲市としても大規模なプロジェク
トです。通常の施工が困難な超近接路線を安全に工事するための重要な役割を果たしています。

市のビッグプロジェクトで採用した「オープンシールド工法」

印象深かった出来事

独自の排水管理で大雨を克服
施工期間中は雨が多く、枯葉や小枝が仮排水ポンプに絡ま
り排水能力が低下する事態に悩まされました。対策として、水
位上昇に合わせて段階的に起動するよう、水中ポンプを効率
的に配置・運用しました。また、稼働させるポンプを定期的に
入れ替えてゴミ詰まりを解消したほか、休日や夜間のメンテ
ナンスを重ねることで厳しい気象条件を乗り切りました。

施工を終えて

協力会社が複数集まる中、作業員一人ひとりが主体性を持てるよう、各作業において責任者の
役割を担っていただきました。最初は意見をうまく発信できず戸惑う姿も見られましたが、現場
全体で声を掛け合いコミュニケーションを重ねる中で、皆さんが自ら段取りを組み、作業工程を
工夫して能率を高めるまでに意識が変化しました。最終的には互いに教え合うような頼もしい
姿も見られ、それぞれが大きな自信に繋がったようです。互いの得意分野を活かして補い合え
る強固なチームワークが築かれ、現場には活気があふれていました。



トラブルを防ぐ管理とチーム体制

入社時から、常にベストな状態で業務に取り組めるよう体調管理を徹底しています。原
点は学生時代の部活動にあり、「自身の体調不良による休みは、チーム全体に迷惑をか
ける」という学びから強い責任感を培いました。現場においては、協力会社の方々と密に
コミュニケーションを取り、早め早めの情報伝達と丁寧な工程管理を心がけることで、ト
ラブルを未然に防いでいます。
また、業務で壁にぶつかった際は、一度視点を変えて状況を俯瞰し、冷静に対処するよ
う意識しています。後輩の指導においても頭ごなしに叱ることはせず、年齢の近い社員
を介して情報を共有するなど、誰もが気軽に相談できるサポート体制を構築していま
す。何よりも人間関係を第一に考え、お互いが信頼し合える環境づくりに努めています。

「温故知新」をモットーに成長を目指す

座右の銘は「温故知新」です。当社が培ってきた伝統的な技術や昔からの教えを大切に
しながら、新しいことにも積極的にチャレンジする姿勢を重視しています。現在は現場で
もＩＴ化が進み、スマートフォン一つで図面などを瞬時に確認できるようになりました。
過去の優れた技術を受け継ぎつつ、新しいツールを武器として取り入れることが、当社
の成長に繋がっています。今後も協力会社の方々と確かな信頼関係を築き、より良い現
場をつくります。

声援
Ｔさん

九州支店 佐賀営業所 所長

代表取締役社長

むつが としや

六鹿敏也

日頃より、現場の第一線で安全作業を行っていただ
き、当社の事業を支えてくださっている社員・協力業
者の皆様に心より感謝申し上げます。

昨今の当社の作業環境を振り返りますと、大型重機を
複数台使用する現場・狭小地での複雑な作業・夏の酷
暑など、常に危険と隣り合わせの状態となっておりま
す。「慣れは恐ろしいもの」です。昨日までは大丈夫
だったから今日も大丈夫だろう、という根拠のない自
信が取り返しのつかない事故を招きます。現場に潜む
「小さな違和感」を見逃さないでください。その違和
感こそが、重大事故を防ぐ最後の砦なのです。

今年も7月1日から1週間「全国安全週間」が実施され
ました。今年度のスローガンは、「多様な人材　全員
参加　みんなで育てる安全職場」です。この言葉に
は、年齢・経験・立場・所属の違いに関係なく、全員が
主役となって「安全職場を作っていこう」という強い
メッセージが込められています。安全は、誰か一人が
頑張れば守れるものではありません。現場で働く全員
が関わり、声を出し、行動することで、初めて安全は守
られるものです。
3年程前に安全パトロールで訪問した、新潟駅前の
現場トイレに掲示されていたメッセージを紹介させて
いただきます。

安全は、ひとり一人が責任者
安全管理の原点は「人間愛」です。

法律が言うから安全作業をするのですか？
元請が言うから安全作業をするのですか？

「あなたがケガをしない」
「仲間にケガをさせない」

「妻や子、家族を悲しませたくない」
「継続して安定した生活の糧を得たい」
そしてなによりも「命は二度と再生できない」
だから安全作業が必要なのではないでしょうか？

安全に対する考え方の参考にしていただければと思います。

最後になりますが、安全大会で感じたこと・学んだことを、明日から
の現場での行動に活かしてください。そして「全員が無事に帰る」、
この当たり前のことを、当たり前に守り続ける会社でありたいと思
います。
皆さん一人ひとりの安全行動が会社の信頼をつくり、未来の太洋基礎
工業を支え、皆さんの生活を守ることに繋がります。「安全最優先」
を全員で実行していただくことをお願い申し上げ、メッセージとさ
せていただきます。

「ご安全に！」「ご安全に！」


